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明けましておめでとうございます 

 皆様には、輝かしい新年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。 

 さて、昨年は私にとって激動の一年でした。まわりの仲間に推され、25 年間勤務した市

役所を退職し、市議選に挑戦する決意を固めたのが 1 月 10 日。厳しい選挙戦ではありま

したが、4 月に実施された市議会議員選挙では、皆様方の温かいご支援により、初陣を飾る

ことができました。当選後は、中津市の抱える課題解決に向けて、精力的に活動して参りま

した。 

本年も、初心を忘れず皆様方の期待と信頼に応えられるよう、全力で取り組んで参ります。 

 結びに、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げますとともに、本年も変わらぬご支援ご

指導をお願いいたしまして、新春のご挨拶とさせていただきます。   

大 塚 正 俊 

 

今回は、12 月議会の内容を中心に、報告させていただきます。 

12 月定例市議会で決ったことは、以下のとおりですが、会派から

提出した「学びの里づくりに向けた、学校トイレの早期実現を求め

る決議」は、議員間討論を経て、議決され、市執行部へ提出されま

した。学校トイレの学校間格差の是正を早期に解消し、子ども達に

とって快適な空間となるよう、引き続いて要求していきます。 

 

■１２月定例市議会で決まったこと。 

◆中津市職員の給与に関する条例の一部改正について 

  ・市職員の給与が平均で０.２８％引き下げられます。（今年 4月より） 

 ◆中津市市営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

  ・駅北口駐車場の 24 時間毎の上限額が 1,000 円と安くなります。（今年 2月より） 

 ◆中津市一般職の任用付職員のうち幼稚園職員の給与等に関する条例（今年 2月より） 

  ・今年 4月より、2年任期の幼稚園職員を採用します。給料は 164,400 円 

◆平成 23 年度中津市一般会計補正予算(12 月補正金額 1 億 2522 万円) 

  ・市民病院線道路改良事業     4800 万円 

  ・水路整備工事（蛭川 5連樋門改修）1200 万円 

  ・障害福祉サービス等給付金    6200 万円 

  ・障害者・児補装具給付費     272 万円 など 

 ◆平成 22 年度中津市一般会計決算等の認定（決算特別委員として審議しました。） 

中津市議会議員 大塚 正俊 
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12 月定例市議会（11月 25 日～12 月 20 日）の一般質問の概要 

一般質問では、以下の項目について執行部の考えを質しました。 

１．持続可能な財政運営に向けて  

（１）平成 24 年度当初予算編成方針と重点施策 

≪質問≫ 平成 24 年度予算編成にあたり、市長の仕上げの 3 期目として、どのような方

針を示したのか。 

【執行答弁】 

本市の財政状況を鑑みた場合、今後の普通交付税合併算

定替期間の終了や職員退職者の増、少子高齢化の進展によ

る福祉施策経費の増大など、義務的経費を中心とする経費

負担の増大により、今後厳しい財政運営が続くと見込まれ

ます。当初予算編成にあたり、高齢化社会においても安心

して暮らせる地域づくりなど地域福祉の充実や観光振興に

向けた施策、学校など公共建物の耐震化などを重点的に推

進すべき優先度の高い施策として編成していきます。 

 

（２）平成 28 年度までの財政収支見通し 

 ≪質問≫ 第 2期行財政改革を実施しなかった場合における平成 28 年度及び地方交付税

の優遇措置終了の平成 31 年度における財政収支及び財政調整基金残額は。また、第 2

期行財政改革 5カ年計画の財政推計は、いつの時点で公表するのか。 

【執行答弁】 

平成 28 年度における収支は、▲5 億 9 千 6 百万円で、財政調整基金残高は、9 億 3

千 4 百万円。平成 31 年度における収支は、▲6 億 8 千 1 百万円で、財政調整基金残高

は、平成 30 年度で既に、枯渇している状況になります。 

第 2 期財政推計は、第 2 期計画が確定する今年度内には、公表する予定です。 

 

２．地域再生について 

（１）耶馬溪鉄道バス（仮称）の運行 

≪質問≫ 合併後の市町村を縦断する守実・中津駅間のバス路

線は、中津市の地域振興を図る意味で非常に重要な位置づ

けにあり、過疎対策の一環として、自治体がバスを借り切

り、安く乗車できる耶馬溪鉄道バス（仮称）を運営できな

いか。 

【執行部答弁】 

過疎地域の交通対策については、他市の事例を参考としながら研究したいと思います。 

 

（２）定住対策の推進（空き家の改修補助） 

≪質問≫ 定住促進及び地域の活性化に寄与するために宅建協会等に定住アドバイザー

等の業務の委託（現地案内や希望者と所有者の仲立ち、交渉の仲介）や空き家の改修

に対する補助を創設してはどうか。 

市民病院の完成イメージ図 

懐かしの耶馬溪鉄道 
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【執行部答弁】 

空き家バンクの調査が終了し次第、宅建協会等とも協議をし、効果的なシステムを構築

していきたいと考えています。改修補助は、その効果が不明なこと、公平性などの問題も

あるため、これまでどおり就業の場の確保を念頭に対策を考えたいと思っています。 

 

（３）6次産業の推進（アンテナショップ・ネットショップの設置） 

≪質問≫ 中津の観光、特産物を全国に宣伝するために関東や関西のデパートにおける催

事の実施や店舗等のアンテナショップを設置すべきと考えるが如何か。また、インタ

ーネットショップを開設し、特産物を全国に発信・販売してはどうか。 

【執行部答弁】 

まずは、“九州のムラ市場”など、九州内での設置など身近

な場所から始めていきたいと考えでいます。 

ネット販売のシステム開発につきましては、効率的な事業実

施や、生産者や事業者が参入できるシステムの実現にむけ、検

討していく必要があると考えています。 

 

（４）買い物支援 

≪質問≫ 山国地区で、社会福祉協議会に委託して、電話注文による買い物支援と見守

りを実施する計画と聞いているが、中津ケーブルネットワークを活用した簡易なタブ

レット端末等による注文を検討できないか。 

また、この簡易なタブレット端末等の普及は、買い物注文、見守り、緊急通報、福

祉タクシーの予約、病院予約等への活用が広がると考えるが如何か。 

【執行部答弁】 

今後、ケーブルテレビ等を利用した支援の優良事例を参

考に、高齢の方に解りやすく、利用しやすい活用法の十分

な検証を行い、状況に応じて実現可能で合理的な方法があ

れば活用して行きたいとと思います。 

中津市ケーブルネットワークを利用した簡易なタブレッ

ト端末等の導入は、他市の事例を検証しながら、有効な活

用方法などについて考えていきたいと思っています。 

 

３．地域主権改革への対応について 

（１）県からの権限移譲と条例制定権の拡大 

≪質問≫ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図

るための関係法令の整備に関する法律が平成23年 8月 26日成立

し、県の権限の市町村への権限移譲（47 法律）、地方自治体の自

主性を強化し、自由度の拡大を図るための義務付け・枠付け見直

しと条例制定権の拡大（160 法律）が行われることとなった。 

今回の義務付け、枠付けの見直しに伴う条例の制定において、

市の独自性を持った条例にしていくことが地域主権改革の目的

であるが、地方分権の発祥の地である中津市としての考え方は、 

タブレット端末とは、薄い板状の
コンピューターで、画面を直接触
って操作するタッチパネル方式
で、音声による説明も可能です。 

なかつ燦燦市場の催事（神戸） 

福澤諭吉先生の「分権論」 
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【執行部答弁】 

条例により異なるが、基本的には、地域の実情に応じて内容を定めることが許容される

条例制定については、様々な分野に及びますので、個々の内容により中津市の事情に応じ

て対応していきたいと考えております。 

 

（２）組織機構の見直し（総合政策課（学びの里づくり班、地域振興班、政策法務班、交通

対策班、福祉の里づくり班）、防災対策課の新設） 

≪質問≫ 地域主権改革で、住民に身近な行政は、地方自治体が自主的かつ総合的に広

く担い地域の諸課題に取り組むことができるよう進められています。そこで、市長の

掲げた政策の実現、複数の課にまたがる政策課題を担当する総合政策課を設置すべき

と考えるが如何か。 

【執行部答弁】 

地方分権の進展や国の複雑な制度や法律関係などに対応するための専門性が求められ

ており、専門性の確保と政策横断的な調整機能のバランスを図りながら、今後の組織体制

を考えていきたいと思っています。 

■活動日誌 主な活動の一部をご紹介します。 

■大塚正俊プロフィール 
・昭和 37 年 2 月 22 日中津市新大
塚町生まれ 49 歳 北部幼稚園、
北部小学校、中津中学校、中津南
高を経て、日本大学理工学部を卒
業。昭和 61 年中津市役所に入職。
下水道課、生活環境課、都市計画
課、建築課、人権啓発推進課、耕
地課、まちづくり推進室に勤務し、
平成 23 年 1 月市役所を退職。 
・平成 23 年 4 月の中津市議会議員
選挙において、1844 票を頂き 5 位
で初当選。現在 1 期目。総務消防
委員会、議会運営委員会、決算特
別委員会、会派「新生・市民クラ
ブ」に所属 

◆活動報告は、ホームページに、
詳しく掲載しています。 
http://www.m-ohtsuka.com/ 
又は大塚正俊ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄで検索
して下さい。 

地元の仲間と門松を作りました。 

 　月　日 曜日 活　　　　動　　　　内　　　　容
10月5日 (水) 会派打ち合せ、議会運営委員会、議員定数調査会
10月6日 (木) 決算特別委員会（市民病院・上下水道部）
10月7日 (金) 決算特別委員会（総務・財務・福祉部・保健医療部）
10月8日 (土) 耶馬溪にっぽん酒をつくる会・稲刈り
10月9日 (日) 市政報告会（蛎瀬集会所）

10月11日 (火) 決算特別委員会（消防本部・市民環境部・農林水産部・農業委員会・商工労働部）
10月12日 (水) 決算特別委員会（建設部・教育委員会）
10月14日 (金) まちなみ歴史探検（鶴居小）、新大塚町秋祭り（蛎瀬神楽）
10月16日 (日) 楽市楽座秋祭り（餅つき）
10月18日 (火) 決算特別委員会（総括質疑）、地域福祉計画北部校区作業部会
10月20日 (木) 議員定数調査会、議会運営委員会
10月22日 (土) 中津南高等学校関東支部同窓会
11月1日 (火) まちなみ会例会
11月2日 (水) 中津市職員労働組合女性部定期大会
11月5日 (土) 歴史と浪漫を探訪する会（耶馬渓町）
11月7日 (月) NPO法人設立に向けた県事前協議、地域主権改革に関する学習会

11月10日 (木) まちなみ歴史探険（南部小）
11月11日 (金) 中津地区平和運動センター定期総会
11月12日 (土) 新大塚町平成会「親睦旅行（湯平温泉）」
11月14日 (月) 大分県自治研センター学習会
11月15日 (火) 議会運営委員会・議員定数調査会
11月16日 (水) 中津市議会各団体代表との意見交換会、県政共闘会議交渉18日まで
11月19日 (土) 諸町「蛭子宮」秋祭り
11月20日 (日) サイクリングロードのおもてなし茶屋＆スタンプラリー
11月22日 (火) 議会運営委員会、人権を守る市民の集い
11月24日 (木) 市政対策会議
11月25日 (金) 12月議会開会、市議会全員協議会
11月27日 (日) 豊後街道まちなみはがきコンクールの表彰式
11月29日 (火) 神戸の大丸デパート新長田店の中津耶馬溪フェアー（～12/1）
12月2日 (金)  12月議会議案質疑 
12月6日 (火) 12月議会常任委員会（文教経済・施設） 
12月7日 (水) 12月議会常任委員会（総務消防・厚生） 
12月8日 (木) １２・８平和学習会 
12月9日 (金)  12月議会委員長報告、質疑・討論、採決、シップリサイクル勉強会  

12月11日 (日) 第3回新大塚町自治会役員会 
12月12日 (月) 12月議会一般質問（～14日）、諸町景観まちづくり協議会、連合地域協議会定期大会 
12月14日 (水) 議会運営委員会 
12月15日 (木) 学校トイレの実態調査（新生・市民クラブ） 
12月16日 (金) 豊後街道の景観形成に関する打ち合せ（まちなみ会） 
12月18日 (日) 新大塚町八社神社の門松づくり 
12月19日 (月) 12月議会議員間討論、中津市職員労働組合定期大会
12月20日 (火)  12月議会最終日 
12月31日 (土) 新大塚町新年祭、竹とうろう点灯式

http://www.m-ohtsuka.com/

